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火薬類の「貯蔵」に関わる火薬類取締法、同施行規則、関係告示の抜粋 

 

○火薬類取締法（抄） 

 

（貯蔵）  

第十一条  火薬類の貯蔵は、火薬庫においてしなければならない。但し、経済産業省

令で定める数量以下の火薬類については、この限りでない。  

２  火薬類の貯蔵は、経済産業省令で定める技術上の基準に従つてこれをしなければ

ならない。  

３  都道府県知事は、火薬類の貯蔵が、前項の技術上の基準に適合していないと認め

るときは、貯蔵者に対し、技術上の基準に従つて火薬類を貯蔵すべきことを命ずるこ

とができる。  

（火薬庫）  

第十二条  火薬庫を設置し、移転し又はその構造若しくは設備を変更しようとする者は、

経済産業省令で定めるところにより、都道府県知事の許可を受けなければならない。

ただし、火薬庫の構造又は設備について経済産業省令で定める軽微な変更の工事

をしようとするときは、この限りでない。  

２  火薬庫の所有者又は占有者は、前項ただし書の軽微な変更の工事をしたときは、

その完成後遅滞なく、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。  

３  都道府県知事は、第一項の規定による許可の申請があつた場合において、その火

薬庫の構造、位置及び設備が、経済産業省令で定める技術上の基準に適合するも

のであると認めるときでなければ、許可をしてはならない。  

第十二条の二  火薬庫の譲渡又は引渡があつたときは、譲受人又は引渡を受けた者

は、火薬庫の設置の許可を受けた者の地位を承継する。  
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２  前項の規定により火薬庫の設置の許可を受けた者の地位を承継した者は、経済産

業省令で定めるところにより、遅滞なくその旨を都道府県知事に届け出なければなら

ない。  

第十三条  製造業者又は販売業者は、もつぱら自己の用に供する火薬庫を所有し、

又は占有しなければならない。但し、土地の事情等のためやむを得ない場合におい

て都道府県知事の許可を受けたときは、この限りでない。  

第十四条  火薬庫の所有者又は占有者は、火薬庫を、その構造、位置及び設備が第

十二条第三項の技術上の基準に適合するように維持しなければならない。  

２  都道府県知事は、火薬庫の構造、位置及び設備が、第十二条第三項の技術上の

基準に適合していないと認めるときは、火薬庫の所有者又は占有者に対し、技術上

の基準に適合するように、火薬庫を修理し、改造し、又は移転すべきことを命ずること

ができる。  
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○火薬類取締法施行規則（抄） 

 

（火薬庫外に貯蔵できる火薬類）  

第十五条  法第十一条第一項 ただし書の規定により火薬庫外において貯蔵すること

のできる火薬類の数量は、次の表の上欄に掲げる者に応じてそれぞれその下欄に掲

げる数量（同表に掲げるその他の火工品にあっては、同表のその他の火工品の欄に

掲げる数量の範囲内において経済産業大臣が告示で定める数量）とする。この場合

において、建設用びょう打ち銃用空包に係る数量は、その原料をなす火薬又は爆薬

が〇・四グラムを超えるものにあってはその空包の数量とし、その原料をなす火薬又

は爆薬が〇・四グラム以下のものにあってはその空包の数量二個を一個として換算

し、（１）及び（７）に掲げる鉄道車両用、車両用、船舶用及び航空機用火工品に係る

数量並びに（１）、（５）、（７）及び（８）に掲げるその他の火工品に係る数量は、その原

料をなす火薬又は爆薬の数量とする。 

 

（別添１（規則第１５条第１項の表）） 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%96%40%88%ea%8e%6c%8b%e3&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%88%ea%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000
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〇昭和四十九年通商産業省告示 第五十一号   

（火薬庫外において貯蔵することのできる火薬類取締法施行規則第十五条の表

に掲げるその他の火工品の数量） 

                

 火薬類取締法施行規則（昭和二十五年通商産業省令第八十八号）第十五条の

規定に基づき、火薬庫外において貯蔵することのできる同条の表に掲げるその

他の火工品の数量を次のように定めたので、告示する。 

火薬庫外において貯蔵することのできる火薬類取締法施行規則第十五条の表

に掲げるその他の火工品の数量は、次の表の貯蔵する者等の区分の欄に掲げる

区分に応じてそれぞれ同表の貯蔵するその他の火工品の種類の欄に掲げる数量

とする。ただし、同表に掲げる火工品の種類のうち、二以上の種類の火工品を

貯蔵する場合は、各火工品の種類ごとにその種類のみに係る貯蔵可能数量でそ

れぞれ貯蔵しようとする数量を除し、それらの商を加えた和が一より大となつ

てはならない。 

 

（別添２（告示５１号の表）） 

 


